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特定非営利活動法人 地域の未来・志援センター 



 

 

2014年度（2014年 6月～2015年 5月） 事業報告 

１．2014 年度活動ダイジェスト 

●会員の拡大 

 2014年度は正会員 2名、賛助会員 12名、NPOパートナー会員 10団体の計 24名・団体の入会が

あり、当法人が抱える会員数は 37名、20団体となりました。 
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 新規入会された団体は以下の団体です（順不同、カッコ内は団体所在地） 

   

＜正会員＞ ・NPO 法人 表浜ネットワーク（愛知県豊橋市） 

・三河中山間地で安心して暮らし続けるための健康ネットワーク研究会 

（愛知県豊田市） 

 ＜賛助会員＞・むすび design（愛知県名古屋市） 

       ・NPO 法人 レスキューストックヤード（愛知県名古屋市） 

      ・NPO 法人 いびがわミズみずエコステーション（岐阜県揖斐川町） 

 ＜NPO パートナー会員＞ 

       ・里山クラブ可児（岐阜県可児市） 

       ・NPO 法人 恵那山みどりの会（岐阜県中津川市） 

       ・守山リス研究会（愛知県名古屋市） 

       ・NPO 法人 愛知県シングルパパ・ママの会（愛知県春日井市） 

       ・愛・地球博ボランティア春日井支部（愛知県春日井市） 

・NPO 法人 寄付型自販機推進機構（愛知県清洲市） 

・NPO 法人 for your smile（岐阜県各務原市） 

・いるかビレッジプロジェクト（愛知県豊橋市） 

・環境ボランティアサークル 亀の子隊（愛知県田原市） 

・NPO 法人 多度自然育成の会（三重県桑名市） 



 

 

●環境 NPO ヒアリング調査 

 2014年度は下記 9団体への NPOヒアリング調査 

を実施しました。 

 うち NPO法人愛知県シングルパパ・ママの会と環

境ボランティアサークル亀の子隊、いるかビレッジ

プロジェクト、NPO法人多度自然育成の会の 4団体

が入会、NPO法人奥矢作森林塾とは情報交流会にゲ 

ストとして登壇いただくなど、その後のつながりづ 

くりに繋げることができました。 

 訪問日 訪問先 備考（その後の関わり） 

１ 2014/8/11 四日市ウミガメ保存会 助成金セミナーに参加 

２ 201411/22 愛知県シングルパパ・ママの会 入会 

３ 2015/1/21 奥矢作森林塾 情報交流会にゲスト登壇 

４ 2015/2/6 みえきた市民活動センター  

５ 2015/3/15 環境ボランティアサークル亀の子隊 入会 

６ 2015/3/31 いるかビレッジ 入会 

７ 2015/5/20 多度自然育成の会 入会 

８ 2015/5/26 いなべの里山を守る会  

９ 2015/5/30 ウィークエンド百姓学校  

 

 

●コラボ支援 

 中部リサイクル運動市民の会、レスキューストックヤード、セカンドハーベスト名古屋の

３NPO 法人が共同で倉庫を借りうける「仕分けセンター構想」に向けて協議を開始。当法

人は関係づくりが進むまでの間、場づくり支援を行いました。 

 

 豊田市足助地域の健康ネットワーク研究会と高齢

者見守りサービスを実施する合同会社むすび

design と名古屋大学との協働を支援。名古屋大学が

国立研究開発法人科学技術振興機構の補助を受け

実施する「センター・オブ・イノベーションプログ

ラム」事業の一環として、足助地域で高齢者を対象

とした見守りサービスの導入に向けた取り組みを

開始することになりました。 



 

 

●日本版「首長誓約」事業 

2015 年 1 月 30 日に欧州委員会（EC）よりペドロ・バレステロス氏を招き、シンポジウム「日

本版『首長誓約』の提案 －『エネルギー自治』を通じた地域創生－」を開催。自治体首長、

自治体職員などが参加。イベント後、西三河地域の 9 市 1 町の自治体職員らによって、自治体

のエネルギー政策策定に向けた勉強会が開催され、現在も継続されています。 

 

 

 

 

●ネパール教員来日研修コーディネート 

認定 NPO 法人ソムニード（現：ムラのミライ）が実施したネパール人教員向けの環境活動訪

日研修にコーディネーターとして関わりました。6 日間の訪日研修期間中に、会員団体の NPO

法人中部リサイクル運動市民の会や、NPO ヒアリング調査で出会った NPO 法人いびがわミズみ

ずエコステーションや山崎川グリーンマップの活動現場を訪れるプログラムを作成。日本にお

ける住民が主体となった環境を守る取り組みを、ネパールで同様の活動を行いたいと考える研

修生に伝えることができました。 

 

 

 

 

 

 

●理事長の交代 

これまで理事長を務めてまいりました萩原喜之が、代表理事を務める NPO 法人エコデザイン

市民社会フォーラムでの現場業務に専念したいとの意向から、2014 年 8 月 27 日をもって理事

長の任を竹内ゆみ子と交代いたしました。 



 

 

２．各事業実施報告 

１．情報の受発信・交流  

1-1 HP、ブログ、ML、FB による情報受発信 

【実施内容】 

ホームページ（HP）、メーリングリスト（ML）、Facebook(FB)等の媒体で、当法人及び関連

団体のイベント情報や助成金情報などを、市民（NPO など）に対して発信した。 

【実施事項】・HP での情報発信…25 回  

・ML での情報発信  

 会員 ML（登録者 39 名）…37 件  

 愛知 NPO-ML（登録者 227 名）…33 件  

 岐阜 NPO-ML（登録者 92 名）…33 件  

 三重 NPO-ML （登録者 63 名）…33 件  

・FB での情報発信…86 件  

Facebook ページに対する「いいね！」数 346 件（前年度比 86 件増） 

 

1-2 情報交流会の開催 

【内  容】「ネットワークをデザインしよう！～NPO の活動がみんなの活動になるために

～」と題し、市民団体間の連携促進をテーマにした交流会を実施した。 

【実施日時】2015 年 2 月 22 日（日）13:00～17:00 

【実施場所】名古屋文化短期大学 A-402 教室 

【主  催】一般財団法人セブン-イレブン記念財団／NPO 法人地域の未来・志援センター／

なごや環境大学 

【後  援】愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市、環境省中部地方環境事務所 

【協  力】環境省中部環境パートナーシップオフィス（EPO 中部） 

【実施概要】①基調報告・パネルディスカッション 

      ②分科会グループワーク 

      ③全体会 

【参加者数】34 名（目標 100 名） 

【参 加 費】一般 1000 円、会員 500 円 

【収  支】収入：329,467 円 助成金、参加費 

      支出：356,054 円  賃借料、広告費、通信費、旅費交通費等 

 

２．コーディネート 

2-1 環境中間支援会議･中部設立準備  

理事長交代などにより組織内体制の再整備が必要となったため、活動は未実施となった。 

 



 

 

３．コンサルティング  

3-1、2 相談業務及びコラボ支援 

【内  容】2014 年度は 8 団体の事業及び、助成金申請、ファシリテーターの仲介の相談を受け

対応を行った。 

【実施事項】・事業立ち上げに係る検討会の運営支援（議事録作成など）、2 件 

     ・地域の団体との仲介、1 件 

     ・地方自治体エネルギー部局からの首長誓約事業に関する相談、1 件 

     ・助成金申請書のチェック、3 件 

     ・ワークショップファシリテーターの紹介、1 件 

【収  支】収入：なし 

      支出：34,350 円  旅費交通費、会議費 

 

４．団体・人財育成  

4-1 助成金セミナーの開催  

【内  容】「環境市民活動助成金セミナー～セブン-イレブン記念財団公募助成説明＆体験に

学ぶ！～」と題し、市民団体に対する助成制度の紹介を行うとともに助成機関と

の対話の場づくりを行った。 

【実施日時】＜事前交流会＞2014 年 9 月 23 日（火・祝）13:00～17:00 

＜本セミナー＞2014 年 11 月 1 日（土）13:00～18:00 

【実施場所】＜事前交流会＞名古屋文化短期大学 A 館 401 講義室 

＜本セミナー＞中部大学名古屋キャンパス大ホール 

【主  催】一般財団法人セブン-イレブン記念財団／NPO 法人地域の未来・志援センター 

【後  援】愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市、環境省中部地方環境事務所、なごや環境大     

      学 

【協  力】環境省中部環境パートナーシップオフィス（EPO 中部） 

【実施概要】＜事前交流会＞ 

①グループワーク１「SE 財団公募助成金を利用した感想」 

②グループワーク２「助成金セミナーに望むこと」 

      ③全体共有・意見交換 

      ＜本セミナー＞ 

      ①助成制度紹介 

      ②助成体験談発表 

      ③申請書作成＆チェックワーク 

      ④全体共有・振り返り 

【参加者数】＜事前交流会＞25 名（目標 50 名） 

＜本セミナー＞27 名（目標 50 名） 

【参 加 費】＜本セミナー＞500 円（資料代） 



 

 

【収  支】収入：196,077 円 助成金、参加費他 

      支出：196,077 円  賃借料、広告費、通信費、旅費交通費等 

 

4-2-① 損保ジャパン CSO ラーニング生受入れ 

【実施内容】2 名の大学生の受け入れを行い、最長 150 時間の有給（850 円/h）及び単位認

定のインターンシップを実施。中間支援組織としての役割を理解してもらうため、

以下の市民活動団体の活動に参加し、その情報の発信を活動の中心とした。  

・豊森なりわい塾 

・22 世紀奈佐の浜プロジェクト 

・ふるためねっと「ふるためあそびのがっこう」 

・新城キッコリーズ 

・NPO 法人てほへ「奥三河のき山学校」 

・名古屋わかもの会議 

他にも関連団体主催の講座に参加する等、様々な分野でのアクティビティに参加 

【実施期間】2014 年 6 月～2015 年 2 月（9 カ月間） 

【収  支】収入： 50,000 円 協賛金 

支出： 35,187 円 旅費交通費、支払手数料 

 

4-2-② 三重大学環境 NPO インターン生受入れ 

【実施内容】1 名の大学生の受入れを行い、80 時間のインターンシップを実施した。 

【実施期間】2014 年 8 月～9 月 

【収  支】収入： なし 

支出： 6,900 円 旅費交通費 

 

4-3 ソムニード・ネパール環境教育研修コーディネート業務受託 

【実施内容】認定 NPO 法人ソムニード（現；ムラのミライ）が実施する、ネパールの教員を対

象とした川の環境保全、環境教育、地域づくりを学ぶための来日研修プログラムの

コーディネート業務を受託し、中部地域で活動する市民活動団体や企業との仲介及

び来日時のコーディネーター業務を実施した。 

【実 施 日】10 月 13 日（月）～18 日（土） 

【収  支】収入： 540,000 円 コーディネート受託金 

支出： 600,099 円 人件費、通信費、旅費交通費等 

 

５．統一テーマでの活動   

5-1 環境 NPO プレゼン大会への協力  

【実施内容】なごや環境大学が主催する「リソースマッチングプレゼン大会」に協力団体として

関わり、分科会の進行を受け持つなど事前及び当日の運営支援を行った。 

【実施日時】2015 年 3 月 7 日（日）13:00～17:30 



 

 

【実施場所】名古屋文化短期大学 

【主  催】なごや環境大学 

【後  援】名古屋市 

【協  力】NPO 法人地域の未来・志援センター／環境省中部環境パートナーシップオフィ

ス（EPO 中部）／環境パートナーシップ・CLUB 

 

６．調査・研究  

6-1 環境 NPO ヒアリング調査  

【実施内容】中部地域で活動する下記 9 団体の活動現場を訪問し、活動状況や課題をヒアリング

するとともに、その活動状況を当法人 HP「NPO 訪問記」を通じて発信した。 

【ヒアリング先】【 】内は通算番号、（ ）内は訪問日 

【23】四日市ウミガメ保存会（8/11） 

【24】NPO 法人愛知県シングルパパ・ママの会（11/22） 

【25】NPO 法人奥矢作森林塾（1/21） 

【26】NPO 法人みえきた市民活動センター（2/6） 

【27】環境ボランティアサークル亀の子隊（3/15） 

【28】いるかビレッジ（一般社団法人外国人就労支援センター）（3/31） 

【29】NPO 法人多度自然育成の会（5/20） 

【30】いなべの里山を守る会（5/26） 

【31】ウィークエンド百姓学校（5/30） 

【収  支】収入： なし 

支出： 7,060 円 旅費交通費、会議費等 

 

6-2 持続可能性データ収集・公開事業  

【実施内容】準備不足などにより 2014 年度の実施活動は無かった。 

 

７．政策提言  

7-1 地域デザイン戦略研究会  

【実施内容】準備不足などにより 2014 年度の実施活動は無かった。 

 

7-2 日本版「首長誓約」による地域気候エネルギー政策確立支援事業  

【実施内容】連携先である名古屋大学持続的共発展教育研究センターとともに、各自治体でのエ

ネルギー政策確立に向けたツールの開発を行った。 

また、各自治体首長・職員向けに、欧州委員会（EC）よりペドロ・バレステロス氏

を招きシンポジウム「日本版『市長誓約』の提案 －『エネルギー自治』を通じた

地域創生－」を開催。イベント後、西三河地域の 9 市 1 町の自治体職員らによっ

て、自治体のエネルギー政策確立に向けた勉強会が開催され、運営支援を行った。 



 

 

【収  支】収入： 4,870,000 円 地球環境基金助成金                            

支出： 5,009,471 円 外部委託費【手法開発、データベースづくり、Web 作成】 

ネットワーク形成費用（旅費交通費、説明会場費、資料印刷費等） 

 

８．地域デザイン実証  

8-1 地域デザイン実証事業（豊森プロジェクト）  

【実施内容】第四期「豊森なりわい塾」を 23 名の受講生を対象に実施。豊田市中山間地をフィー

ルドに、地元学や聞き書きなど集落の住民の協力を得ながらカリキュラムを実施し

た。また、4 月 5 日に受講生獲得を兼ねた公開講座「これからの社会のカタチ～何

を大切にして生きるのか～」を開催し、90 名の参加があった。 

【実施期日】6 月から 3 月まで毎月 1 回、第三土日の 2 日間の講座を実施。 

【収  支】収入： 21,220,050 円 トヨタ自動車より受託金、講座参加費収入等 

支出： 20,471,767 円（見込み） プロジェクトスタッフ人件費、外注費、 

旅費交通費、通信費等 

 

 ※2015 年度以降の事業運営及び組織形成について関係者と検討の結果、現時点では従来通りの 

体制で運営することが望ましいと判断され、体制の変更なく実施することとなった。 

  

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．総会及び理事会の開催 

1 2014 年度総会  

【実施日時】2014 年 8 月 2 日（土）15:00～16:45 

【実施場所】日本陶磁器センタービル４F 多目的ホール 

【審議事項】第 1 号議案 ①2013 年度事業報告の承認 

②2013 年度収支決算の承認 

第 2 号議案 ①2014 年度事業計画の決定 

            ②2014 年度収支予算の決定 

 

2 2014 年度理事会  

 第 64 回定例理事会 

【実 施 日】2014 年 7 月 16 日 

【実施場所】地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】6 名（内、委任状出席 1 名） 

【内 容】第 10 回通常総会資料の確認 

 

 第 65 回定例理事会 

【実 施 日】2014 年 8 月 27 日 

【実施場所】地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】6 名（内、委任状出席 1 名） 

【内 容】2014 年度事業計画及び収支計画の見直し 

 

 第 66 回臨時理事会 

【実 施 日】2014 年 10 月 16 日 

【実施場所】地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】4 名（内、委任状出席 1 名） 

【内 容】2014 年度事業計画及び収支計画の見直し 

 

 第 67 回定例理事会 

【実 施 日】2014 年 11 月 19 日 

【実施場所】地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】5 名（内、委任状出席 1 名） 

【内 容】2015 年度事業計画の検討 

      2014 年度情報交流会企画の検討 

 

 第 68 回定例理事会 

【実 施 日】2015 年 1 月 20 日 

【実施場所】地域の未来・志援センター 事務所 



 

 

【出席者数】5 名（内、委任状出席 2 名） 

【内 容】2015 年度理事体制及び組織体制の検討 

      2015 年度運営助成申請について 

 

 第 69 回定例理事会 

【実 施 日】2015 年 3 月 18 日 

【実施場所】地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】4 名 

【内 容】2015 年度理事体制及び組織体制の検討 

      インターンシップ事業について 

 

 第 70 回定例理事会 

【実 施 日】2015 年 5 月 19 日 

【実施場所】地域の未来・志援センター 事務所 

【出席者数】4 名 

【内 容】2015 年度事業計画の検討 

 



 

 

４．各事業の目標値と実績比較 

事業 

計画時の目標値と実績 

計画・目標 実績 

地域資源情報の発信 

HP のリニューアル検討 

メール配信先 350 件 

HP アクセス 10,000 件/年 

HP のリニューアル検討未実施 

メール配信先 421 件 

HP アクセス 4,055 件（14/6/1～

15/5/27) 

情報交流会の開催 参加者数 100 名 参加者数 34 名 

環境中間支援会議・中部 

設立準備 

なごや環境大学、EPO 中部を

中心にその他の環境系中間支

援組織との協議開始 

なごや環境大学のイベント協力

などを通じ、連携は進めたが協議

予定は未定 

相談業務 

相談マニュアルの作成 

相談件数：10 件（うち手数料

受取案件 6 件）      

会員 5 名（団体）の獲得 

相談件数 8 件（うち手数料受取案

0 件） 

会員 1 名・1 団体を獲得 

助成金セミナーの開催 セミナー参加者数 50 名 セミナー参加者数 27 名 

環境 NPO ヒアリング調査事業 
年間 40 件の訪問ヒアリング 

会員 10 名（団体）の獲得 

9 団体に訪問ヒアリング 

会員 4 団体を獲得 

環境市民活動団体プレゼン 

大会の実施 

11 月～2 月頃になごや環境大

学との共催でイベントを開催 

2015 年 3 月「プレゼン大会」に

協力 

持続可能データ収集 

協力者を募りつつ、データの

収集を行う 

精査・発信方法及び運営体制

について検討 

未実施 

地域デザイン戦略研究会  

なごや環境大学等と協議を数

回開催し、目的についての共

通認識を形成する 

未実施 

 

特定非営利活動法人地域の未来・志援センター  

2014 年度事業報告書               

以上 


